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　安政2（1855）年の江戸商人との訴訟事件
で、訴訟人代表の一人となった武蔵屋治左
衛門は、上尾宿内で唯一知られる紅花仲買
商人である（写真1）。武蔵屋は、代々治（次）
左衛門を襲名し、上尾宿で商業を営んでき
たといわれるが、いつ頃から紅花を取り扱い
始めたのかは明確でない。
　紅花取引に関する史料は、嘉永年間から現
れる。嘉永4（1851）年、武蔵屋治左衛門は、紅
花3銘柄174袋についての仕

し

切
きり

書
しょ

を最上屋宛
に発送している。内金200両を為

か

替
わせ

金で請け

取り、不足分の36両余も為替で送るよう依頼
する内容である。以後毎年のように紅花を出
荷し、慶応3（1867）年には宝紅・力競・天下一
など5銘柄の仕切目録を出している。
　明治10（1877）年の第1回、同28年の第4
回内国勧業博覧会に、林次（治）左衛門（武
蔵屋）は紅花を出品するが、開港以降の中
国・インド産紅花や安価な化学染料の輸入
によって、幕末期には最上に次ぐ生産量を
誇った武州紅花が衰退すると、武蔵屋は呉
服太

ふと

物
もの

商へと転身する。

　
紅
花
は
、
古
く
か
ら
紅
染
の
原
料

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
商
品

作
物
と
し
て
各
地
で
量
産
さ
れ
、
広

く
出
回
る
よ
う
に
な
る
の
は
江
戸

時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
当
時

紅
花
の
第
一
の
産
地
で
、
全
国
生
産

量
の
大
半
を
占
め
た
の
が
最も

上が
み

地

方（
山
形
県
）で
あ
る
。
最
上
の
生
産

量
は
寛
政
期（
18
世
紀
末
）を
境
に

急
速
に
上
昇
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、

そ
れ
と
同
じ
頃
に
、
江
戸
の
商
人

「
柳
屋
」の
奉
公
人
が
上か

み

村
の
百
姓

七
五
郎
に
、
最
上
産
の
紅
花
の
種
を

与
え
て
栽
培
さ
せ
た
の
が
、
上
尾
周

辺
で
の
紅
花
生
産
の
始
ま
り
と
い

わ
れ
る
。

　
柳
屋
は
江
戸
小こ

間ま

物も
の

問
屋
の
う

ち
紅
お
し
ろ
い
を
取
り
扱
う
商
人

で
あ
り
、
江
戸
商
人
主
導
で
始
ま
っ

た
の
が
武
州
の
特
徴
で
あ
る
。
当

初
は
作
り
な
れ
ず
生
産
量
も
少
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
次
第
に
桶

川
、
上
尾
、
大
宮
、
浦
和
宿
最
寄
り

の
村
々
で
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
幕
末
に
は
入
間
・
高
麗
地

方（
西
山
紅
花
）に
ま
で
広
が
り
、最

上
に
次
ぐ
生
産
量
を
占
め
る
ま
で

に
至
っ
た
。

　
享
和
元（
1
8
0
1
）年
に
は
、
南

村
の
須
田
治じ

へ

え

兵
衛
が
京
都
の
紅
花

問
屋「
吉
野
屋
」「
伊
勢
屋
」「
大
黒
屋
」

宛
て
の
紅
花
送
付
を
、
桐
生
の
飛
脚

問
屋「
近
江
屋
」に
依
頼
し
て
い
る

な
ど
、
早
く
か
ら
江
戸
の
問
屋
を
通

さ
ず
直
接
京
都
の
紅
花
問
屋
と
の

取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　
紅
花
は
咲
い
た
花
弁
を
摘
み
取

り
、
紅
餅
に
加
工
し
て
か
ら
取
引
さ

れ
る
。こ
の
紅
餅
に
す
る
作
業
ま
で

が
栽
培
農
家
の
仕
事
で
あ
り
、こ
れ

を
集
荷
し
紙
袋
に
入
れ
て
荷
を
こ

し
ら
え
る
の
が
、
当
時「
花は

な
か
い買

」と

呼
ば
れ
た
仲
買
商
人
で
あ
る
。安
政

年
間
に
現
在
の
上
尾
地
域
で
こ
の

仕
事
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
須
田
治

兵
衛（
南
）・
須
田
大
八
郎（
久
保
）・

武
蔵
屋
治じ

左ざ

衛え

門も
ん（

上
尾
宿
）な
ど

で
あ
る（
写
真
1
）。

　
最
上
の
紅
花
が
春
ま
き
で
旧
暦

6
月
頃
に
生
産
さ
れ
る
の
に
対
し
、

武
州
で
は
前
年
秋
に
ま
か
れ
、5
月

頃
に
摘
み
取
ら
れ
る
た
め
、
最
上
産

よ
り
1
カ
月
早
く「
早は

や

場ば

」も
の
と

し
て
出
荷
さ
れ
高
値
で
取
引
さ
れ
た

（
写
真
２
）。
上
尾
宿
の
武
蔵
屋
治
左

衛
門
も
、買
付
資
金
を
京
都
の
紅
花

問
屋
最
上
屋
か
ら
得
る
な
ど
し
て
成

長
し
て
い
っ
た
。

　
安
政
二（
1
8
5
5
）年
に
江
戸
の

商
人
と
の
訴
訟
事
件
も
起
き
る
が
、

武
蔵
屋
治
左
衛
門
や
須
田
大
八
郎
な

ど
は
近
辺
の
紅
花
商
売
に
つ
い
て
①

5
月
中
旬
の
農
繁
期
に
老
人
・
子
ど

も
な
ど
の
手
業
で
摘
み
取
り
、
年
貢

の
足
し
に
し
て
い
る
②
農
業
の
合
間

に
仲
買
を
行
っ
て
い
る
③
絹
縮
緬
の

緋
色
紅
染
な
ど
染
物
用
の
栽
培
で
、

京
都
の
紅
花
商
人
が
買
い
付
け
に
来

る
と
説
明
し
、
江
戸
の
問
屋
の
支
配

下
に
入
る
こ
と
を
拒
ん
だ（
最
後
は
、

手
数
料
を
支
払
う
こ
と
で
和
解
）。

（
上
尾
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
　

岸
　
清
俊
）

上
尾
と
紅
花

上尾宿の紅花仲
なか が い

買商「武蔵屋」

写真1　紅花の取引を示す須田家文書
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写真1
文書に押された武蔵屋の印

写真2　紅花が京都へ出荷されたことが分かる資料 
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